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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
ろうどく した しょうく に おいて、 ぜんのう の アッラー は つぎ の ように つげて おられ ます。 「また、 あなたがた の したさき で   
うそ を つき、 「これ は ごうほう で ある、 そして これ は ひごうほう で ある」 と いって は ならない。 それ は アッラー に  
ついて うそ いつわり を ねつぞう する こと。 …… 」1 
また、 ハディース の なか で、 よげんしゃ (saw) は こう かたって います。 「なに が ごうほう か は めいはく で あり、 なに が 
いほう かも めいはく で ある。 そして それら の あいだ には、 おおく の もの が しらない、 ふめいりょう な ものごと が ある。 
それゆえ、 そうした うたがわしい ものごと から みずから を まもる もの は、 みずから の しゅうきょう と めいよ を まもる。  
しかし、 ふめいりょう な ものごと に おちいる もの は、 いほう な ものごと にも おちいる。」2 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
イスラーム は、 ふせい な りえき を える ため の あらゆる みち を とざして います。 せっとう、 わいろ、 こうりかし、 かいだめ、   
やみいちば と いった こうい は じんせい の バラカ を へらし、 へいわ と あんぜん を そこねる もの で あり、 ハラーム です。 また、 
こじん と こうきょう の けんり を しんがい する こと は きんじられて おり、 これ は アッラー の おんめ に は おおきな あやまち   
です。 
イスラーム は、 ていど の さ こそ あれ、 さくしゅ と よくあつ の さいだい の しゅだん で ある りし を ハラーム で ある と せんげん 
して います。 こうりかし や りし は、 しょうぎょう の いちけいたい と して みとめられる もの では ありません。 じょうきょう が      
はってん し、 へんか しよう と、 りし が ハラーム で ある と いう じじつ を かえる こと は できません。 この こと に ついて、     
わたしたち の しゅ (swt) の けいこく は ひじょう に めいかく です。 「[ふっかつ の ひ、] りし を むさぼる ものたち は、 あくま 
に ふれられた もの の よう に しか たつ こと が できない。 それ は かれら が 「とりひき とは、 りし を とる のと おなじ     
ような もの」 など と いう ため。 アッラー は とりひき を ゆるし、 りし を とる の を きんじた。 ……」3 
いんしゅ、 かけごと、 まやく など、 けんこう を がいし、 かぞく を ほうかい させる すべて の ものごと は ハラーム です。         
こんがいこうしょう や ばいばいしゅん、 せい の あいまいか など、 にんげんせい を だらく させ、 かぞく や しゃかい を じゃくたいか   
させ、 じんるい の みらい を おびやかす こうい は すべて ハラーム です。 うそ、 うわさばなし、 ちゅうしょう、 こんきょ の ない   
ひていてき な おくそく (suʼadh-dhann) と いった、 にんげん どうし の あいじょう を こわし、 しゃかい の れんたい を そこねる  
わるい せいしつ も ハラーム です。 また、 げんじつ の せいかつ でも ハラーム で つみぶかい こと は、 ソーシャルメディア や     
デジタルプラットフォーム に おいても ハラーム で つみぶかい こと も また じじつ です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
ざんねん ながら わたしたち は、 ハラーム と ハラール に たいする かんじゅせい が ひび うすれ、 ハラーム の おこない が しょうれい 
され、 こうぜん と なされ、 プライバシー の きょうかい が むし される じだい を いきて います。 そうした じだい に おける      
わたしたち の ぎむ と は、 アッラー と その しと に よって さだめられた ハラール と ハラーム の きじゅん を、 さいしん の ちゅうい 
を はらって じゅんしゅ する こと です。 かぞく や こどもたち に ハラール と ハラーム の いしき を もたせる こと が、 わたしたち の 
ぎむ と なります。 ハラーム の おこない が、 アッラー と その しもべたち の あいだ の さいだい の しょうへき と なる こと を    
わすれない ように しましょう。 ハラール と ハラーム に たいする かんじゅせい を うしなう こと は、 こじん に とっても、 しゃかい に 
とっても さいだい の さいなん です。 
わたしたち と しょうらい の せだい が、 ハラール と ハラーム の かんかく を もつ ひと と なれる よう、 ぜんのう の アッラー に   
いのり ます。 
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